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216. 鎗方自治体における犠綾づくりシステム鱒発
の1e.めの鍵燦・スポーツ行動鶴蜜:
大洋将鍵議づくりプロジェクト12
Oe:9鵠尚彦¥結露りか2. t授p;孝子3
石津波縫4e 松a光生1，久野鶏tl32， 
潟留守彦主
1筑波大学体湾科学系， 2筑波大学先端学際領域
研究センター， 3大洋締役滋， 4大j竿村和授
[13釣〕箆E誌の鍵駿・体力および運動・スポーツiこ絡す
る緩識は，総i隻絡の体力・スポ…ツに関する世論3思惑に
よって統計的に認識されている.これによるとs 縫擦や
体力{こ対する滋織‘{呆畿行義n.日常生活における運動・
スポーツ活動の務機などle!:.50綴滋級以降，加齢{ことも
なって大きく変化している.諮総社会対策として人口灘
績の小さい町村における縫緩づくりシステムの鈎発{手議
姿波題である.本研究では，対象紛の「嬢燦文fむの翻滋
による終づくりJを2基本建議とした綴興計額策定を受J援
して，住民の援綾・スポーツ行勤務議を実施した
{方法}線本let，1欝化婚出?去による対象将i容に鰐伎する
潟20議以上の努女成人1，067名(有効窃収叡〉で，対象
母繁窃の11.4<7らであった総資地点le!:符iおの築懇セン
ター，公民鐙E 保護センターの計11d議所であった.調査
内答i立運動・スボムツ生活，縫療生j包食生活， 2主活環
綴， f議社・介護サービス，メンタルストレスであり，総
選ほお援法を賂いて平成9年8汚iこ策絡された.
{結果)総理絡の体力・スポーツiこ関する世論議議結果
を全0緩すると，!"縫綾であるJ替は84%と!認等な割合
でありI r体力があるj警は79%と鍾かながら上窃る綴
向であった.全体の40%の蓄は年賂iこ侍らかの選数・ス
ポーツをさ宅総レていだ.緩療のだめの慾勤，スポーツを
してき宅M!jしている惑は約20%.数ヶ湾問でやめてしまっ
疋替は約20%，今までに実施レだ縫綴tsない惑は55誌
穏壌であった 20綴代の若年成人では主観的運勉強度が
fややきついj水準での運動・スポーツを実践している鎖
舎が議く事 65~義以上の潟齢容でlëtr楽であるJ水準での
滋数・スポーツを突絡している割合力t篤かった海齢者
壌では 1[QJの運動・スポー ツ築総S香織は30分的後の替の
叡合が多く， 20歳代の若年成人種では28き路前後の替の
獄舎が多かった今後の遼動・スポーツ洛畿を希銭する
惑は全体の55%であり，絡に20・30議代の成人若年務
では80%と穣めて認かっ吃.その活動elS$Jはn護動不足
の解潜Jが議ち議く，次いで f体力づくりjr箆鱗らレJ
fおっさき合いJf生活の充実jがベスト5であった f級人
で自由にJ~苔畿する蓄のが緩も多く者会棒の55%強度で
あった.次いで f毅さきJrクラブjの綴であったが.rク
ラブjでの活動を務翠する割合がE惑い綴ぬであった fそ
の{也jを除くと「公共スポーツ施設Jでの活紛が綴ち多
いが，総合運動絡殺である fとつぶさんて大洋jでの活
動を希議する割合が高い綴j窃であっだ.将!こ f愛援を慾
じるj響let全体の909ら近く， nS8来ち鹿住を希望Jして
いる替は95%以上であった
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